




左から安田副部長、秋葉副部長、渡邉部長、池田副部長、神作副部長
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　明けましておめでとうございま
す。
　医療現場では新型コロナウイ
ルス感染症との長い闘いが続い
ており、いつどのように収束し
ていくのかが未だ見えない状況
にあります。こうした中で新型コ
ロナウイルス感染症への対応方
法には個人差や組織差が生まれ、
混沌とする中で仕事と生活を送
るという非日常が続いています。
　しかし、このような中にあっ
ても、看護部では、医療法人鉄
蕉会2022年度重点目標に基づ
き2022年度看護部目標「環境変
化に柔軟に対応できる人材育成
を行い、質の高い看護サービス
提供を行う」を掲げ、「有効な病
床運用」「安心・安全な看護サー
ビスの提供」「チーム医療の実践」

「人材育成システムの充実」に向

けた取り組みを行ってきました。
2022年11月に中間評価を行い、
前年度同時期に比べてよい成果
を得られていることがわかりまし
た。
　混沌とした中でも看護部が目
標達成に向けて進むことができ
たのはなぜかを省みたところ、「現
場力」を高めることの必要性と重
要性を強く認識することとなりま
した。
　経営コンサルタントとして知ら
れる遠藤功氏は、現場力とは自律
的問題解決能力であり、経営と
現場が一体となって鍛えるもの
だ。また、出発点となるのは、現
場で業務を担う一人ひとりの「高
い意識とやる気」。次に、現場が

「責任と権限」を与えられること。
そして、課題への取り組み方を
個人単位から「チーム」へと変え

ること。すると、問題を解決する
知恵を生む速度が上がり、「自ら
問題点を発見し、解決する現場」
ができる。こうした現場が努力を
つづければ、必ず「成果」が生ま
れる。その間に「人」が育ち、「自
信と誇り」を持てるようになる。

「問題発見→解決」のPDCAサイ
クルを継続させる「エネルギー」
も湧くと言っています。
　 今 後 も、“Local＆Global”を
めざし、医療を取り囲む環境変
化に注目しながら“現場力”の向
上を図り、「全ての人々の幸福に
貢献するために愛の心をもって
常に最高水準の医療を提供し続
ける」という使命を果たせるよう
頑張って行きたいと思います。

　　 働きやすい環境づくり…そこからはじまる看護

　　 信頼と満足を得るために

　　 選ばれる病院

　　 亀田ブランドを支える人材の確保と育成

　医療の高度化・複雑化が進む中、患者さまのニー
ズも多様化しており、看護職に求められる役割や能
力は拡大しています。そして、看護職の働き方も多
様化しています。
　患者さまの安全と質の高い医療を最優先に考え、

心を込めて寄り添うことのできる看護を目指し、そ
の看護が実践できるよう、臨床現場のさまざまな業
務環境を整えていきたいと思います。人に寄り添
い、スタッフに寄り添うことを大切にしていきたい
です。

　亀田メディカルセンターの看護サービスとは、そ
の担い手である看護スタッフが常にサービスを受け
る人の傍らにあって、必要な援助をその最もあう方
法と優れた技術で喜びをもって実践することです。
　この実践のキーワードは、「患者さま中心」「QOL
の向上」「信頼と満足」「保健・医療・福祉の統合、継

続的連携」です。この実現のために、混沌とする社
会においてもその時々の医療ニーズに対応できる看
護職育成が必要です。そして看護職個々人が学び成
長していくその先に、自分のキャリアを描き生き生
きと笑顔で働けるような支援をしていきたいと思い
ます。

　コロナ下のこの3年間、急激に変化した生活環境
の中、チーム一丸となり協力し合い進んできました。
今後も社会の変化に対応し、求められる組織となる
ように努めていきたいと思います。
　その結果、患者さまやそのご家族から選ばれる病

院となり、感動してもらえる関わりができたらと願
います。そして職員の働きやすい施設・環境となる
よう努力していきたいと考えています。
　どうぞよろしくお願いいたします。

　2040年には日本の20～64歳人口が全体の半分
にまで減少すると推計されています。本格的な人口
減少が進む中、医療福祉分野では利用者数の急増に
対して「担い手」の減少が懸念されており、人材確
保と人材育成は最重要課題です。一人ひとりの職業
能力開発、労働力の最適配置や雇用管理の改善等に

より働く人の潜在的な力を引き上げ、活躍できるよ
うにしていくことが求められています。
　長期的な展望に立ち、総合的な対策を迅速かつ柔
軟に進めると共に、「“亀田”で働きたい！」と願い、
亀田ブランドを支える人材を皆様と一緒に育ててい
きたいと思います。

めめ

めめ

めめ

めめ

看護部 業務担当副部長　秋葉一枝

看護部 教育担当副部長　安田友惠

看護部 総務担当副部長　神作聖美

看護部 人事担当副部長　池田晴美

看護部 部長　渡邉八重子

看護の目看護の目

　　 現場力の向上が生む質の高い看護サービス
めめ
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JCI 本社役員が来鴨

血液・腫瘍内科が今年も快挙！
米国血液学会の Abstract Achievement Award を受賞

地元飲食店の味を手軽にテイクアウト

　 国 際 的 病 院 評 価 機 関「Joint Commission 
International」の本社から、Joel A. Roos国際認証
および質改善・安全担当副社長と、John Yoonアジ
ア太平洋担当責任者が10月5日（水）来院しました。
　今回の来日目的は、JCIを取得した国内医療機関
をまわり、JCIに対するヒアリングや、「日本医療機
能評価機構」との協力体制についての意見交換を行
うためであり、亀田隆明理事長をはじめとした経営
陣と、品質管理部のアントニオ・シルバ ペレス部長
等との間で、継続して改善を行うことの重要性につ
いて活発な意見が交わされました。

　JCIの審査員として40か国、300回以上の審査に
携わるシルバ ペレス部長は、「わざわざ鴨川までお
越しいただいたのは、非常に名誉なことだと思って
いる。短い時間だが有意義な会だった。また日本医
療機能評価機構との連携については、日本独自の診
療報酬などJCIではカバーしきれない分野もあるた
め、同機構との連携によって知見を共有し、今以上
に患者さまや働く職員にとって安全で、質の高い医
療が提供できるようになれば」と感想を語りました。

　 血液・腫 瘍内科の池田大 輔医師
が「Humoral  Response to  the 
Third-Dose COVID-19 Vaccination 
in Patients with Hematological 
Malignancy（血液腫瘍患者における

新型コロナウイルスワクチン3回接種に対する応答
性）」という題で提出した抄録が、米国血液学会の
Abstract Achievement Awardを受賞しました。
　研究は422名の血液腫瘍の患者をリンパ系・形質
細胞系・骨髄細胞系の腫瘍グループに分け、ワクチ
ンの2回目接種後と3回目接種後の抗体値を調べた
もの。その結果、疾患に関わらず大部分の患者は3
回目接種後に抗体価が上がったものの、リンパ系腫
瘍の患者で特定の薬剤を使用する人は、抗体価が上
がりにくいことが判明したことをまとめました。

　海外では3回目接種があまり進んでいないことや、
422名もの大規模な研究が珍しいことが今回の受賞
の決め手となったのではないかと分析しつつも、「患
者さまのご協力なくしてはできなかった研究。また
検査室のスタッフや、患者さまのご家族にもご協力
いただいた。この場を借りて深くお礼を申し上げた
い。この研究を血液腫瘍の患者さまの感染症予防や
治療に生かしていきたい」と抱負を語る一方で、「こ
の研究はワクチン接種後の抗体産生以外の免疫反応
は調べられていない。ワクチン接種に悩んだ場合は
医師に相談してほしい」と呼びかけています。
　論文を書くことや研究をすることは「楽しいので
がんばれる」と笑顔を見せる池田医師。渡米して授
賞式に参加する予定だそうです。

　コロナ下で職員食堂の「密」を避ける、昼食メニュー
の選択肢を増やす目的で、2020年12月から鴨川事業所
で始まったキッチンカーによるお弁当販売。地元飲食
店の味が病院で手軽にテイクアウトできると人気です。
　昨年10月からはA棟前に加えてG棟前
でも提供がはじまり、ランチタイムには毎

日3～4店舗が日替わりで出店し、バラエティー豊かな
お弁当を提供しています。なお、G棟前の出店店舗は
夜9時まで通し営業（※無くなり次第終了）を行っている
ため、夕方になるとキッチンカーの灯りに誘われて、仕
事帰りに立ち寄るスタッフや夕食を買い求める人など、
病院周辺の夜を明るく彩っています。

　

　10月26日（水）、亀
田総合病院Kタワー
13階ホライゾンホー

ルにて、「痛みのトータルケア Web講演会」が開催
されました。
　前半の教育講演では、疼痛・緩和ケア科部長の関
根龍一医師が、「当院疼痛・緩和ケア外来における
痛みの診療と今後の課題」について講演。年齢や疾
患を問わず、痛みや苦痛のケアを必要とするすべて
の人に緩和医療の提供をめざす同科の考えや、がん
患者さまの疼痛管理の近年の動向や、慢性疼痛患者
さまに対しては他職種チームでアプローチすること
の重要性などが提起されました。
　続いて、麻酔科部長の吉沼裕美医師が「よりよい

術後疼痛を目指して」と題し、術前麻酔科外来や
APS（Acute Pain Service：術後疼痛管理）チーム
の活動を紹介。アンケート結果から手術にのぞむ多
くの患者さまが「痛み」に不安を抱いていることが判
明。術後管理で痛みを和らげることが患者さまの満
足度向上につながると、今後のAPSの取り組みや展
望を語りました。
　後半の特別講演では、VR（Virtual Reality：仮想
現実）技術を用いた治療の研究・開発や、日本ペイ
ンクリニック学会発行の「神経障害性疼痛薬物療法
ガイドライン」の作成・執筆に携わった東京大学医
学部附属病院 緩和ケア診療部部長 住谷昌彦准教授
より、「神経障害性疼痛の現状と今後と展望」につい
てご講演いただき、盛会のうちに終了しました。

　南房総の豊かな自然環境を生かし、“健康”をテー
マとした観光「ヘルスツーリズム」の商品化に取り組
む南房総市観光協会では、新たに看護師を対象とし
たツアーを企画。10・11月の2回にわけてモニター
ツアーが行われ、当院から看護師17人が参加。コ
ロナ下で疲弊した心身をリフレッシュしました。
　このツアーは、観光庁の「地域独自の観光資源を
活用した地域の稼げる看板商品の創出事業」として
採択されたもので、自宅やオフィスなど日常生活の
場を離れた「第三の場所」で、自分らしい時間を過ご
すことが心の負担を減らし、ストレスの軽減につな
がるという考えに基づいたもの。一方、全国的な看
護師不足とコロナによるストレスも加わり、看護の
現場では、入職5、6年目の中堅看護師の支援が大

きな鍵となって
います。そこで、
モニターツアー
では単に癒しの
体験だけでなく、キャリ
ア教育を組み合わせたプログラムにできな
いか当院から要望し、今回のツアーが実現しました。
　中堅看護師のキャリア支援に力を注ぐ教育担当の
安田友惠副部長は、「プログラム終了後、参加者の
表情はとても生き生きしていた。コロナ下での疲労
を癒すと共に、自分自身を見つめ直す貴重な機会に
なったと思う。場所を変えて話し合う事の重要さに
気づかされた」とヘルスツーリズムの効果に手応え
をみせました。

　サッカー選手と医療従事者の二足のわらじを履
く「オルカ鴨川FC」（以下、オルカ鴨川）のキャプテ
ン、MF・浦島里紗選手が「プレナスなでしこリーグ
2022」のベストイレブンに初選出された功績をたた
え、11月21日（月）、理事長表彰が行われました。
　浦島選手は関東学園大学卒業後の2017年にオル
カ鴨川に入団。日中は当院臨床検査室で事務スタッ
フとして勤務しながら、サッカーを続けてきました。
9月11日（日）に鴨川市陸上競技場で行われたASハ
リマアルビオンとのホームゲームでは、リーグ戦通
算100試合出場を達成しました。
　チームは、今季野田朱美氏を監督に迎え、グルー
プ5位でシーズンを終了。コロナ下で練習、試合と

もにさまざまな制約があるなか、浦島選手はキャプ
テンとしてチームをまとめ上げてきました。
　クラブ史上初、また自身初となったベストイレブ
ン選出を受け、浦島選手は「今シーズンの目標の一
つだったこともあり、またチームのみんなで戦った
結果が実を結び大変励みになる。いつも応援してく
ださる職場の皆さまにも感謝の気持ちを伝えたい。
来シーズンこそは優
勝して表彰式の会場
にチームメイト全員
で立ちたい」と抱負を
力強く語りました。

ヘルスツーリズム　看護師がモニター参加

オルカの浦島選手ベストイレブンに初選出！

痛みのトータルケアWeb講演会



　PSR（Patient Servise Representative:患者サー
ビスの代理人）は、亀田クリニックの患者さまが心地
よく、より円滑に外来診療を受けていただけるよう、
必要な援助を行う仕事です。業務内容は問診聴取・
各種検査の説明・カルテから処置オーダー入力・診療
サポートなど、多岐に渡ります。また患者さまにとっ
て身近な存在として、病院との橋渡し役でもあります。
　現在では、第1と第2に別れ、計98人が働いていま
す。比較的若い人が多い一方で、長く務めるベテラン
も多いのが特徴です。

外来診療がスムーズに行えるようサポートできた
時や医師・看護師・患者さまより感謝された時 患者さまから受ける

クレーム対応

医療用語が難しい

“正しく伝える”ということがあたり前のようで難
しい。少しのニュアンスの違いで伝える側と受け
る側ですれ違いが生じるので、伝えるって大変だ
と感じる

医療の知識がゼロの状態から仕事をしながら学んでいくこと

集中力が高くなり自分に自信を持つことができる

配属された担当科で先輩から学んだあと、自身
で優先順位を考え行動する事で日々成長できる

能力を発揮する場があり、それを評価してもら
える環境があるため、やりがいを感じられる

医療関係の仕事に就きたかった

地域医療に貢献したいと思った

誰かの役に立ちたいと思い、この仕事を選んだ

医師・患者さまの間の潤滑油と
ならなくてはいけないところ

お仕事のやりがいは？

大変だなと感じることは？

お仕事の魅力や選んだ理由など

お仕事のやりがいは？

大変だなと感じることは？

お仕事の魅力や選んだ理由など

！

！

！

臨機応変に自分で考えて動くことが大切なPSR。集中力
が必要な一方で、円滑に診療がすすみ、患者さまや医師・
看護師の「ありがとう」が聞けるのが醍醐味です。

忙しいスタッフから指示を受けたり、体調が悪い患者さ
まの声を聞くことも多い仕事です。ミスや事故があって
はならない職場だけに、知識・緊張感が必要です。

医療専門の勉強をしていなくても、PSRとして活躍する人はたくさんいます。
接客業など別業種の経験や、地域のために働きたいと思う気持ちが大切です。
また医療の現場だからこそ学びのチャンスもたくさんあります。

医療関係でしか学ぶことができない資格や経験

“看護助手”は、できることは限られているが、患者さまと直接接する事
ができるため患者さまの笑顔に触れる機会が一番多いのが魅力

お仕事のやりがいは？

大変だなと感じることは？

お仕事の魅力や選んだ理由など

仕事で１番
大切にして
いること

PSRPSR
今回の部署今回の部署
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コロナ下で
きずなが強く

�　コロナ感染が拡がり、体調不良�　コロナ感染が拡がり、体調不良
で休むスタッフが増え人員不足がで休むスタッフが増え人員不足が
続いていましたが、スタッフ１人１続いていましたが、スタッフ１人１
人が効率を考え行動し、協力し合人が効率を考え行動し、協力し合
うことで乗り越えてきました。でうことで乗り越えてきました。で
すから、私たちのチームの強みはすから、私たちのチームの強みは
「協力の精神」だと思います「協力の精神」だと思います

日々 勉強！！
��●仕事をしながら介護の勉強をしたこと
●�入職して10年がたちますが毎日たくさんのスタッフ
に支えられながら医師・看護師・患者さまより多くの
ことを学ばせていただいています。これからも感謝の
気持ちを忘れずに日々成長できるよう仕事に従事して
いきたいと思います

　仕事で１番大切にしている
ことは、「患者さまに寄り添っ
た対応」をすることです。時
間に追われる日々ですが、そんな中でも患者
さまの不満や不安な表情を見逃さず、自ら声
をかけ笑顔で帰っていただけるよう心がけて
います

・漢方・漢方
　仕事もプライベートも毎日楽しく一生懸命　仕事もプライベートも毎日楽しく一生懸命
頑張れるように東洋医学の先生に漢方を処方頑張れるように東洋医学の先生に漢方を処方
してもらい、心と体のベストなコンディショしてもらい、心と体のベストなコンディショ
ンを保っていますンを保っています
・ウクレレ・ウクレレ
　平井大が好きでいつも通勤時に聴いて癒さ　平井大が好きでいつも通勤時に聴いて癒さ
れています。いつか大ちゃんとセッションしれています。いつか大ちゃんとセッションし
たいと思い、ウクレレ教室に通い始めました。たいと思い、ウクレレ教室に通い始めました。
まだ騒音程度の腕前ですが頑張っていますまだ騒音程度の腕前ですが頑張っています
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PSR課のひみつを聞きました
❶医師をそばで見ているので…
診療科や医師について詳しい PSR。「家族が病気になったら、どの科の
どの先生にかかればよいか相談できる環境が近くにある」。この情報は貴
重ですよ。一家に一人はほしい頼もしい存在です。

❷GOODな子育て環境！
30代の子育て中スタッフが多いのも特徴。認定こども園OURSを活用し
つつ、パワフルに働いています。先輩ママが休憩時間に子育てアドバイ
スしているのもよく見かけるそうです！

❸パワフル60代
60代も元気に活躍。長年の経験から行き届いたケア
ができたり、若い世代の頼もしい先輩たちです。

❹血を見ても大丈夫？？
採用面接で必ず聞く質問。医療の現場、特に外科領域
では時としてショッキングな場面に立ち会うこともあ
るので、苦手な人は配属先を考慮するそうです。

❺研修内容に自信アリ
チェックリストを使い、ひとつずつ丁寧に指導しています。目標は3か月
で独り立ち。看護師さんを講師に急変時対応を学んだりもします。
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